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ダイズのカドミウム吸収特性解明のための
Cdトレーサー試験法113

織田 久男・川崎 晃重金属動態ユニット

はじめに

食品中のカドミウム( )濃度に関する国際基Cd

準値設定の動きを受けて、ダイズ等主要畑作物に

よる の吸収と可食部への移行・蓄積過程の解Cd

明が急務である。というのは、かつて、水稲体中

の の動態研究から玄米への 吸収抑制技術Cd Cd

が開発され、農家個人で行える普及技術につなが

った経緯があったからである。水稲体中の のCd

動態研究は、日本で多く実施されてきたが、畑作

物、特にダイズについては国内外でも未着手の状

態であった。

作物による 等の吸収・移行は、土壌や気象Cd

等の環境要因および品種特性により左右されるた

め、現地圃場での試験が望ましい。そこで、ダイ

ズ（品種：エンレイ）による の吸収・蓄積過Cd

程を明らかにするため、安定同位体 を直Cd( Cd)1 1 3

接、土壌中にトレーサーとして投与する圃場試験

法の開発を試みた。

図１ トレーサーの投与作業（左：土壌に挿入した注

射針から内針を抜いている様子、右：注射筒を

取り付けてトレーサー液を注入している様子）

考案した手法とその特徴

株元の中心から 離Cd トレーサーの投与： 10cm113

れた円上の 箇所に、中空の外針と内針からな10

る特製の注入針を表土から の深さに差し込10cm

む。内針を抜き外針上端のジョイント部に注射筒

Cd (10 mg L )10mlを取り付け、 トレーサー溶液 -1

を土壌中に注入する 図１ 。投与は生育期間中に( )

１区５連で６回それぞれ異なる株と時期に行った

（表１ 。）

(ICP-MS定量分析：誘導結合プラズマ質量分析法

法により と を定量し、トレーサー由来) Cd Cd1 1 3 1 1 4

および土壌由来の 濃度を算出した。Cd

：従来、 のトレーサーとして使用手法の特徴 Cd

してきた放射性同位体の （半減期： 日）Cd 470109

や （半減期： 日）と比較すると、放射線Cd 451 1 5 m

使用安全管理（野外利用申請を含む）や半減期に

制約されることなく使える利点がある。本実験で

は１株当たり を使ったが、全試料におCd 1 mg

いてトレーサー由来の 濃度を十分な感度で測Cd

定できた。この添加量は深さ までの土壌に30cm

対する平均濃度にして 以下で、Cd 0.009 mg kg -1

（ ）この濃度は非汚染土壌の 濃度 約Cd 0.3 mg k g - 1

の 分の１程度に過ぎない。30

表１ 圃場試験の概要

月日 生 育

時 期 

トレー

サ ー

投与 

5/25 
6/ 5 
6/29 
7/26 
7/28 
8/10 
8/18  

 
8/24 

 
9/13 
9/29 

10/22 
10/27 

播種 
出芽期 
      
 
開花期 
    

最大繁
茂期 
葉・莢 
抜取り 
    
    
成熟期 
収穫 

 
 
 ○ 
 ○ 
 
 ○ 

 
 
 ○ 
 
 ○ 
 ○ 
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6/29投与 7/26投与 8/10投与

図２ 位置別葉中カドミウム濃度（８月24日 採取）

上：第１位葉、中：第５位葉、下：第８位葉

本手法を用いて解明した新事実

：８月 日生育初期に吸収した が葉に蓄積Cd 24

6/29 2の葉中のトレーサー濃度は、 投与区（本葉

3 0.06 mg kg 7/26～ 葉期）では まで達したが、-1

（開花期直前）以降は 以下まで急減0.01 mg kg- 1

した。また、 投与区の位置別トレーサー濃度6/29

分布は、土壌由来 の吸収パターンと一致したCd

（図２ 。すなわち、葉中 の大半は開花期ま） Cd

での生育初期に吸収されることがわかった。

ダイズ子実中のカドミウム濃度は生育前半にほぼ

収穫時の子実中のトレーサー由来 濃決まる： Cd

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

上 中 下 上 中 下 上 中 下

葉
中

C
d濃

度
 [

m
g 

kg
-1

]

土壌由来 トレーサー由来 度は、 と 投与の間の最大繁茂期を境と8/10 8/24

、 （ ）。して 以降に急減することがわかった 図３8/24

子実への 移行過程の解明は、さらに詳細な検Cd

討を要するが、おそらく、栄養生長期に茎葉部に

蓄積された が生殖生長期に子実に移行するもCd

のと考えられる。

明らかになったことは、子実中の 濃度を最Cd

も決定づける生育時期は、水稲の場合は開花期か

ら乳熟期の後半期であるのに対して、ダイズの場

合は生育初期から最大繁茂期までの生育前半期に

ある点である。

おわりに

本法におけるトレーサーの投与を平面的かつ深

さ別に行うことによって、例えば「客土事業にお

ける事前事後のカドミウム吸収評価試験」などに

適用可能である。

本手法を用いて得られた新事実から、どのよう

なカドミウム対策に結びつくであろうか。ダイズ

子実中の 濃度は生育前半期に決定づけられるCd

ので、生育初期から土壌 を中性付近に保ち、pH

土壌中で を水酸化物として難溶化させることCd

が肝要である。その具体的な普及技術の開発は緒

についたばかりである。

6/29投与 7/26投与 8/10投与 8/24投与 9/13投与 9/29投与

図３ 収穫時の子実中トレーサー由来カドミウム濃度と標準偏差

上：第１位枝着粒、中：第５位枝着粒、下：第８位枝着粒
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